
①８月の防災避難訓練の際に、議会で取

り上げたペットの同行避難訓練が実施さ

れました。埼玉県初であり、全国的にも

大変珍しい取り組みとなりました。そこ

で、この同行避難訓練の様子を伺うと共

に、今後の課題について質問しました。

②全国的にも災害が多く発生しているこ

ともあり火災情報・防災情報の提供につ

いて質問しました。防災無線が聞き取れ

ない場合に、市役所や防災センターで連

絡が出来るようになりました。ＨＰで防

災情報や火災情報を載せるべきではと提

案した件も、実現が出来ました。そこで

さらに、これを希望者にはメールにて同

時配信が出来ないものか質問しました。

③避難訓練の場で災害救助犬のデモを行

えないか質問しました。

①ペット用の非常食やケージに関してな

ど多くの課題も見えてきました。継続実

施の中で課題の解決を目指します。

②さらに調査研究を重ねて参ります。

③取り組みに向けて検討していきます。

以前取り上げたボランティア貯金と関

連して事として、全国４６４を越える団

体が取り組んでいる地域通貨について質

問しました。

サービスの内容も介護の手助けに始ま

り、高齢者の話し相手から将棋の相手な

ど、実に多岐に亘ってきております。

地域通貨は、モノやサービスの交換の

道具として、特定の地域内で運用するも

のです。いつでも、だれでも、自由に使

う事ができると言う特徴があります。

お金では買えない人の善意や、現金を

支払わないとちょっぴり頼みにくいこと

でも、地域通貨を介在させることにより

すっと出来てしまう、そんな不思議な力

を秘めた地域通貨は、住民同士の交流を

深める機会になったり、ボランティア意

識を高揚させたり、街を活性化させるな

どの手段にもなります。

そう言った意味で、市としての取り組

みについて質問しました。

先進事例を参考にして調査研究を

して参ります。
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①市内でも強盗事件などが多発しており

ます。その対策として市民の皆さんが、

自らの手で我が町を守ろうと立ち上がっ

ています。より積極的に防犯活動を展開

して頂くため、また、地域の枠を越えて

取り組むボランティアの皆さんの活動を

支援する意味で、費用に関する補助政策

について質問しました。

②防犯マニュアル作成のための手順書の

作成について質問しました。ボランティ

ア運動で事故などを未然に防ぐ意味か

ら、そして少しでも長続きが出来るよう

に、現場で独自に作成しているマニュア

ルの中に漏れがないように、また注意す

べき点などを示した、ガイドラインのよ

うなもを市として提示することが出来な

いものか、側面支援策について質問しま

した。

①厳しい財政状況であり検討事項とさせ

て頂きます。

②既に出来上がっているマニュアル等よ

り見本を提示していきます。

現代社会が何となく暗いせいでしょう

か、親たち、大人達が育児に自信をなく

してしまったり、職場でのストレスを子

ども達や弱いものに向けるという、いわ

ゆる児童虐待事件が後を絶ちません。児

童虐待防止法の制定を受けて市としては

平成１２年に児童虐待防止ネットワーク

の設置が図られたところですが、この効

果について質問しました。

全国的にも同様のシステムがあるのに

悲劇が起きています。このシステムに問

題点や課題があるのか、またはうまく機

能出来ない理由があるのか質問しまし

た。

市設置後の調査では効果が上がっ

ていると理解するところです。近隣市町

村や各関連する諸団体と連携を密にして

虐待防止の効果が更に上がるように注意

深く見守って参ります。

2004.11.1.発行NO.22

☆ドッグランの設置や動物たちと共存出来る街づくりを目指し、地

域の愛犬家の方達と犬のしつけ方教室や、地域の防犯の為にワン

ワンパトロール隊を結成し、活動を始めました。

☆関心と興味のある方は連絡下さい。ご連絡お待ちします。

３．地域防犯活動について

４．児童虐待防止ネットワークについて


